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1.目的
経口摂取移行のためVE (嚥下内視鏡検査) 依頼の初診時は口腔汚染の強いことが多く, VE検査が実施可能な口腔に整

えることから始まる.  歯科へ依頼される症例の多くは, 開口障害, 不正出血, 重度歯周病, 粘膜疾患等口腔ケアに難渋し
た症例である.   患者の体力温存のためにも安全かつ短時間で口腔ケアを実施することは大切である. 
 今回「オゾンナノバブル水（以下,O3NB）」を用いた剥離上皮膜除去症例を報告する.

2.方法 
末梢静脈栄養患者, 80代男性.  対象者のポジショニングを整え, 口唇に口腔保湿ジェルを塗布し口唇を保護した後, 

口腔吸引しながら O3NB に浸した粘膜ブラシを, 口腔粘膜および歯面に O3NB を塗布マッサージするように大きく動
かした.  汚染した粘膜ブラシは水洗した後に, 再び O3NB に粘膜ブラシを浸し口腔ケアを繰り返し実施した.

3.結果 
剥離上皮膜除去が5分程度で実施できた.

4.結論 
O3NB は優れた殺菌能力をもちつつも口腔粘膜及び口腔上皮細胞に対して安全性が高い事が分かっている. また, 塩

分0.9%と生理的食塩水と同様の濃度のため乾燥した細胞組織に浸透しやすく, 粒径がおおよそ30nmの極小気泡が乾燥
付着物の隙間に入り, 細胞壁や細胞膜は破壊せずに細胞質を凝集させることで汚染物が剥離しやすくなると推測する.こ
のほか, マイクロビオームを擦過し機械的に除去するために用いた粘膜ブラシは, 毛の径が2.5ミルと細く軟毛であり, 
口腔粘膜の細胞の損傷が少なく かつ O3NB が浸透する隙間ができ, 剝離上皮膜の除去がスムーズに遂行されたと推測
する. 更に O3NB は長期安定しているため, 容器に入れて多様な現場に持ち運ぶ事が可能である. 口腔ケアを短時間で
安全に,歯科衛生士以外の職種でも再現性のある口腔ケア方法を導き出すことで, 対象者と施術側の体力の消耗が少なく
口腔ケアの恐怖心や苦痛が減り,日々の口腔ケアがスムーズに実施されるようになると, 治療やリハビリなどが効果的に
進められる良い流れができはじめた.今後症例数を増やし,その他の効果を研究し臨床に活かしたい.
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